
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「
国
外
と
関
連
を
持
つ
事
務
」
の
処
理
の
一
断
面

─
─
被
爆
者
援
護
法
に
着
目
し
て
─
─

太　

田　

匡　

彦

一　

問
題
の
所
在

最
高
裁
判
所
は
、
最
判
平
成
二
七
年
九
月
八
日
民
集
六
九
巻
六
号
一
六
〇
七
頁
（
以
下
、
平
成
二
七
年
最
判
）
に
お
い
て
、
原
子

爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
被
爆
者
援
護
法
ま
た
は
法
）
一
条
に
い
う
被
爆
者
で
日
本
国
内
に
居
住
地
及

び
現
在
地
を
有
し
な
い
も
の
が
日
本
国
外
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
も
、
法
一
八
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本

国
外
に
所
在
す
る
者
に
日
本
国
外
で
生
じ
た
事
象
に
つ
い
て
被
爆
者
援
護
法
を
適
用
し
た
、
つ
ま
り
域
外
適
用
を
行
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
は
、
被
爆
者
援
護
法
の
適
用
範
囲
に
関
し
て
突
然
生
じ
た
判
決
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
郭
貴
勲
訴
訟
に
係
る
大
阪
地
判
平
成
一
三
年
六
月
一
日
判
タ
一
〇
八
四
号
八
五
頁
、
大
阪
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
五
日
判
タ
一

一
一
一
号
一
九
四
頁
以
来
、
日
本
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
（
以
下
、
本
稿
は
被
爆
者
健
康
手
帳
を
ま
だ
取
得
し
て
い
な
い
者
も
含

め
て
被
爆
者
の
言
葉
を
用
い
る
）
が
被
爆
者
援
護
法
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
提
起
し
た
一
連
の
訴
訟
の
終
局
点
と
も
言
う
べ
き
も
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の
で
あ
り
、
顧
み
れ
ば
、
こ
の
郭
貴
勲
訴
訟
以
来
の
多
く
の
下
級
審
判
決
は
、
被
爆
者
援
護
法
の
域
外
適
用
を
認
め
て
き
た
と
言
え

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
な
さ
れ
た
被
爆
者
援
護
法
及
び
そ
の
付
属
政
省
令
の
改
正
に
よ
り
、
国
外
居
住

被
爆
者
に
対
し
て
法
の
定
め
る
措
置
を
行
う
た
め
の
手
続
も
明
確
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
こ
の
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
に
対
す
る
被
爆
者
援
護
法
の
適
用
、
具
体
的
に
は
こ
の
者
と
の
関
係
に

お
け
る
被
爆
者
援
護
法
の
定
め
る
事
務
の
処
理
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
被
爆
者
援

護
法
の
域
外
適
用
、
い
わ
ゆ
る
国
家
管
轄
権
の
域
外
行
使
が
個
々
の
ケ
ー
ス
と
の
関
係
に
お
い
て
実
際
上
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
事
務
処
理
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に

着
目
し
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
性
格
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
短
い
考
察
を
行
い
た
い
。
具
体
的
に
は
、
国
外
に

居
住
す
る
被
爆
者
に
対
す
る
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
処
理
権
限
（
管
轄
）
が
ど
の
よ
う
に
定
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
上
で

（
二
）、
こ
れ
が
地
方
公
共
団
体
の
処
理
す
る
事
務
と
し
て
い
か
な
る
位
置
づ
け
・
特
色
を
示
す
か
を
考
え
た
い
（
三
）。

本
稿
の
具
体
的
検
討
は
、
国
外
と
の
関
連
を
有
す
る
事
務
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
処
理
が
必
ず
し
も
特
異
な
も
の
と
は
言
え

ず
、
む
し
ろ
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
の
連
続
性
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

二　

被
爆
者
援
護
法
の
域
外
適
用
の
管
轄

㈠　

被
爆
者
援
護
法
に
定
め
る
事
務
処
理
権
限
の
一
般
的
分
配
─
─
国
内
居
住
被
爆
者
と
の
関
係

国
外
居
住
被
爆
者
と
の
関
係
に
お
け
る
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
処
理
権
限
の
分
配
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
同
法
に
基
づ
く

（
１
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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事
務
処
理
権
限
の
一
般
的
分
配
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。

被
爆
者
援
護
法
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
健
康
診
断
・
指
導
（
法
七
条
、
九
条
）、
医
療
（
法
一
〇
条
以
下
に
定
め
る
い
わ
ゆ
る

認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
給
付
（
法
一
〇
条
）・
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
費
の
支
給
（
法
一
七
条
）・
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

（
法
一
八
条
））、
各
種
手
当
の
給
付
（
法
二
四
条
以
下
）、
各
種
の
福
祉
事
業
（
法
三
七
条
以
下
）
の
援
護
を
用
意
し
て
い
る
。
同
法

の
規
定
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
医
療
に
係
る
援
護
を
構
成
す
る
三
つ
の
給
付
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
（
国
）
が
行
い
、
そ
れ
以

外
の
援
護
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
費
の
支
給
に
係
る
事
務

処
理
権
限
と
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
権
限
と
は
、
委
任
命
令
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
並
び
に
広
島
市
長
及
び
長
崎
市
長
が
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
法
五
一
条
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
、
令
と
だ
け
い
う
）
二
二

条
一
項
）、
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
給
付
も
指
定
を
受
け
た
医
療
機
関
が
行
う
か
ら
、
被
爆
者
自
身
と
の
関
係
で
国
自
身
が
事
務

を
処
理
す
る
こ
と
は
、
認
定
疾
病
に
対
す
る
給
付
を
行
う
た
め
の
要
件
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
原
爆
症
認
定
（
法
一
一
条
）
を
除
け
ば
、

実
際
上
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
被
爆
者
自
身
と
の
関
係
で
の
被
爆
者
援
護
法
に
定
め
る
事
務
の
処
理
の
多
く
は
、
都
道
府
県
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
日
本
国
内
に
居
住
・
現
在
す
る
被
爆
者
と
直
接
の
関
係
に
立
つ
事
務
の
処
理
権
限
は
、
当
該
被
爆
者

の
居
住
地
（
又
は
居
住
地
の
な
い
場
合
に
は
現
在
地
。
以
下
、
後
者
の
点
は
特
に
必
要
の
な
い
限
り
言
及
し
な
い
）
の
都
道
府
県
知

事
が
有
す
る
（
被
爆
者
健
康
手
帳
に
つ
き
法
二
条
一
項
、
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
費
の
支
給
に
つ
き
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
、
規
則
と
だ
け
い
う
）
二
二
条
一
項
、
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
つ
き
規
則
二
六
条
一
項
、

医
療
特
別
手
当
に
つ
き
規
則
二
九
条
一
項
な
ど
を
参
照
）。
ま
た
、
原
爆
症
の
認
定
の
申
請
も
、
居
住
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由

（
5
）

（
6
）
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し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
令
八
条
一
項
）。

㈡　

在
外
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
権
限
の
分
配

で
は
、
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
と
の
関
係
で
の
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
の
処
理
権
限
（
管
轄
）
は
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て

い
る
か
。
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
に
対
し
て
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
援
護
に
係
る
事
務
の
処
理
権
限
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
分

配
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て
被
爆
者
健
康
手
帳
（
法
二
条
。
以
下
、
手
帳
と
の
み
い
う
こ
と
が
あ
る
）
を
申
請
し
そ
の
交
付
を

受
け
た
後
に
日
本
を
出
国
し
、
現
在
は
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
と
の
関
係
で
の
事
務
処
理
権
限
は
、
後
に
述
べ
る
明
示
の
定
め
の

な
い
限
り
、
出
国
前
最
後
の
居
住
地
の
都
道
府
県
知
事
が
有
す
る
（
手
帳
に
関
す
る
事
務
に
つ
き
令
四
条
、
五
条
二
項
、
規
則
七
条

二
項
・
四
項
、
七
条
の
二
第
一
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
、
八
条
、
各
種
手
当
に
つ
き
規
則
七
条
の
二
第
一
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
、

二
九
条
一
項
、
四
四
条
一
項
、
四
八
条
一
項
等
。
ま
た
規
則
三
五
条
の
三
第
二
項
、
こ
れ
を
準
用
す
る
規
則
四
六
条
、
五
〇
条
等
も

参
照
）。

第
二
に
、
日
本
国
内
で
被
爆
者
健
康
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
被
爆
者
は
、
現
在
、
国
外
か
ら
被
爆
者
健
康
手
帳
を
申
請
し

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
手
帳
交
付
に
係
る
事
務
処
理
権
限
は
、
法
一
条
各
号
に
定
め
る
被
爆
者
た
る
た
め
の

事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
す
る
当
時
現
に
所
在
し
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
─
─
具
体
的
に
は
広
島
県
知

事
・
長
崎
県
知
事
・
広
島
市
長
・
長
崎
市
長
─
─
が
有
す
る
（
法
二
条
二
項
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
類
型

の
被
爆
者
が
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
も
日
本
国
内
に
居
住
地
を
有
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
場
合
の
、
手
帳
に
関
す
る
各
種
事
務
の
処

（
7
）

（
8
）
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理
権
限
を
持
ち
（
規
則
七
条
二
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
、
七
条
の
二
第
一
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
の
中
の
二
番
目
の
括
弧
書
き
、
八

条
。
令
五
条
二
項
も
参
照
）、
さ
ら
に
医
療
特
別
手
当
等
の
各
種
手
当
受
給
に
係
る
要
件
具
備
の
認
定
な
ど
の
各
種
事
務
に
つ
い
て

も
処
理
権
限
を
有
す
る
（
規
則
七
条
の
二
第
一
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
の
中
の
二
番
目
の
括
弧
書
き
、
二
九
条
一
項
、
四
四
条
一
項
、

四
八
条
一
項
な
ど
。
ま
た
三
五
条
の
三
第
二
項
、
こ
れ
を
準
用
す
る
規
則
四
六
条
、
五
〇
条
等
も
参
照
）。
な
お
、
日
本
国
外
か
ら

手
帳
の
交
付
を
申
請
し
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
に
日
本
国
内
に
居
住
地
を
有
し
、
そ
の
後
ま
た
出
国
し
て
日
本
国
外
に
居
住
地

を
有
す
る
に
到
っ
た
被
爆
者
は
、
第
一
の
場
合
に
該
当
す
る
。

第
三
に
、
特
定
の
給
付
に
関
し
て
、
国
外
居
住
被
爆
者
に
関
す
る
事
務
処
理
権
限
が
特
定
の
主
体
（
行
政
機
関
）
に
集
約
的
に
与

え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
費
の
支
給
（
法
一
七
条
一
項
）、
一
般
疾
病
医
療
費
の

支
給
（
法
一
八
条
一
項
）
に
つ
き
、
大
韓
民
国
に
居
住
地
を
有
す
る
被
爆
者
に
対
し
て
は
長
崎
県
知
事
が
、
国
外
に
居
住
地
を
有
す

る
そ
れ
以
外
の
被
爆
者
に
対
し
て
は
広
島
県
知
事
が
事
務
処
理
権
限
を
有
す
る
（
規
則
二
二
条
二
項
、
二
六
条
二
項
）。

そ
し
て
以
上
の
結
果
と
し
て
、
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
原
爆
症
認
定
を
除
け
ば
、
国
が
事
務
処
理
権

限
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。

三　

考　
　
　

察

以
上
の
確
認
を
前
提
に
、
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
が
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
を
処
理
す
る
と
い
う

事
象
に
つ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
い
う
観
点
か
ら
い
か
な
る
考
察
が
可
能
か
。

（
9
）

（
10
）
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㈠　

事
務
の
区
分

ま
ず
、
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
が
自
治
事
務
か
法
定
受
託
事
務
か
を
確
認
し
て
お
く
と
、
被
爆
者
援
護
法
上
、
被
爆
者
に
対
す

る
手
帳
の
交
付
等
手
帳
に
係
る
事
務
、
医
療
の
給
付
（
医
療
費
の
支
給
も
含
む
）
に
係
る
事
務
、
各
種
手
当
の
支
給
は
、
第
一
号
法

定
受
託
事
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
法
五
一
条
の
二
、
令
二
三
条
）。
そ
も
そ
も
、
国
内
に
居
住
す
る
被
爆
者
と
の
関
係
で
も

こ
れ
ら
の
事
務
は
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
国
外
の
事
象
・
人
に
対
し
て
事

務
の
処
理
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
こ
の
事
務
区
分
と
の
間
に
直
接
の
関
連
は
差
し
当
た
り
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈡　

地
域
に
お
け
る
事
務
と
の
関
係

そ
れ
で
は
、
国
外
居
住
被
爆
者
と
の
関
係
で
の
事
務
処
理
と
地
方
公
共
団
体
の
処
理
す
る
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」「
そ
の
他
の

事
務
で
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
と
の
関
係
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

⑴　

国
外
居
住
被
爆
者
と
の
関
係
で
の
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
の
処
理
は
、「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
で
は
な
い
と
判
断
さ
せ

る
要
素
を
多
く
持
つ
。
国
外
に
居
住
す
る
被
爆
者
は
、
事
務
処
理
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
居
住
す
る
の
で
あ
っ
て
、

当
該
地
方
公
共
団
体
の
住
民
で
は
な
く
、
ま
た
区
域
内
に
現
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
国
外
で
医
療
を
受
け

た
場
合
の
医
療
費
の
支
給
を
考
え
る
と
、
支
給
原
因
と
な
る
事
象
も
国
外
、
つ
ま
り
区
域
外
で
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
外

居
住
被
爆
者
と
の
関
係
に
お
け
る
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
の
処
理
は
、
地
域
と
の
関
連
は
な
く
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
は
言

え
ず
、「
そ
の
他
の
事
務
で
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
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る
。
し
か
し
、
以
下
の
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

⑵　

第
一
に
、
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
）
が
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
の
処
理
を
行
う
典
型
は
、
自
ら
の
区
域
内
に
居
住
す

る
被
爆
者
に
対
す
る
そ
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
最
も
多
く
表
れ
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
自
ら
の
住
民
に
対
す
る
事
務
処
理
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
関
係
で
の
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
処
理
は
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
理
解
で
き
る
。
同
一
の
法
的
根
拠

に
基
づ
く
同
一
内
容
の
事
務
を
、
相
手
方
と
の
関
係
に
の
み
着
目
し
て
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
「
そ
の
他
の
事
務
で
法
律
又
は

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
と
に
切
り
分
け
る
こ
と
の
必
要
性
は
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。第

二
に
、
国
外
居
住
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
権
限
の
中
で
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
関
わ
る
権
限
（
管
轄
）
は
、
当
該
被

爆
者
が
出
国
前
に
当
該
地
方
公
共
団
体
に
居
住
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
場
合
、

当
該
被
爆
者
が
元
住
民
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
国
外
に
居
住
す
る
地
方
公
共
団
体
の
元
住
民
で
日
本
国
籍
を
保
有
す
る

者
と
の
関
係
で
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
処
理
の
一
例
を
、
在
外
選
挙
人
名
簿
の
作
成
・
管
理
（
公
職
選
挙
法
三
〇
条
の
二
以

下
）、
国
政
選
挙
に
お
け
る
在
外
選
挙
人
か
ら
の
投
票
に
係
る
事
務
の
処
理
に
見
出
せ
る
。
在
外
選
挙
人
の
投
票
が
、
当
該
在
外
選

挙
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
在
外
選
挙
人
名
簿
を
管
理
す
る
市
町
村
に
お
け
る
投
票
に
統
合
さ
れ
て
開
票
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
事
務
は

「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
言
っ
て
良
い
か
、
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
も
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
の
差
異
は
僅
少
で
あ
る
と
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
地
方
自
治
法
は
住
民
の
地
位
を
現
在
の
居
住
に
よ
っ
て
の
み
基
礎
づ
け
て
お
り
（
地
方
自
治
法
一
〇
条
一

項
）、
そ
の
こ
と
に
は
重
大
な
意
味
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
方
で
、
地
方
公
共
団
体
を
基
礎
づ
け
る
住
民
の
連
帯
に
通
時
的
な
要
素

が
ま
っ
た
く
位
置
を
占
め
な
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
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も
の
の
、
元
住
民
に
対
す
る
事
務
処
理
で
あ
る
と
い
う
要
素
は
、
地
域
に
お
け
る
事
務
の
処
理
と
あ
る
種
の
連
続
性
を
示
す
と
理
解

す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
他
方
で
、
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
間
に
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
な
か
っ
た
国
外
居
住
被
爆
者
（
交
付
後

に
日
本
国
内
に
居
住
し
た
者
は
除
く
）
に
対
す
る
事
務
処
理
権
限
─
─
広
島
県
・
長
崎
県
・
広
島
市
・
長
崎
市
が
有
す
る
─
─
も
、

当
該
地
域
と
無
縁
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
国
外
居
住
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
権
限
を
基
礎
づ
け
る
事
情
は
、

被
爆
と
い
っ
た
被
爆
者
た
る
こ
と
を
基
礎
づ
け
る
事
由
が
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
で
発
生
し
た
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、医
療
費
の
支
払
い
を
直
接
に
基
礎
づ
け
る
事
由
と
し
て
の
国
外
の
医
療
機
関
に
お
け
る
受
診
と
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」

と
の
距
離
に
つ
い
て
も
注
意
を
要
す
る
。
国
内
に
居
住
す
る
被
爆
者
が
海
外
で
医
療
機
関
か
ら
医
療
を
受
け
た
場
合
に
も
被
爆
者
援

護
法
に
基
づ
く
医
療
費
の
支
払
い
は
な
さ
れ
る
し
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
海
外
か
ら
医
療
を
受
け
た
場
合
に
も
国
民
健
康

保
険
給
付
と
し
て
の
療
養
費
の
給
付
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
住
民
に
対
す
る
事
務
の
処
理
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と

位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
外
で
生
じ
た
事
象
に
対
し
て
法
を
適
用
し
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
当
然
に

「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
し
て
の
性
質
を
失
わ
せ
る
と
は
言
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
国
外
居
住
被
爆
者
が
国
外
で
医
療
を
受
け
た

場
合
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
元
住
民
で
あ
る
、
あ
る
い
は
過
去
に
区
域
内
で
被
爆
し
た
等
の
関
連
を
有
す
る
者
に
国
外
（
＝
区

域
外
）
で
生
じ
た
事
象
に
関
す
る
事
務
処
理
と
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
の
距
離
が
い
わ
ば
二
重
に
生
じ
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
な
い
。
被
爆
者
援
護
法
に
定
め
る
医
療
費
の
支
給
（
法
一
七
条
、
一
八
条
）
の
事
務
処
理
権
限
が
、
国
外
居
住
被
爆
者
の

居
住
地
に
応
じ
て
広
島
県
と
長
崎
県
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
集
約
に
よ
る
事
務
処
理
の
便
宜
に
加
え
て
、
こ
の
「
地
域
に
お

け
る
事
務
」
と
の
距
離
の
反
映
と
理
解
で
き
よ
う
。
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㈢　

観
察
結
果

本
稿
の
観
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴　

国
外
で
の
事
象
、
国
外
に
所
在
す
る
人
々
と
の
関
係
で
な
さ
れ
る
事
務
の
処
理
で
あ
る
こ
と
は
、
法
定
受
託
事
務
か
自
治
事

務
か
の
区
分
と
は
差
し
当
た
り
連
動
し
て
い
な
い
。
考
察
段
階
で
持
ち
出
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
と
国
民
健
康
保
険
法
も
見
て
お
け

ば
、国
政
選
挙
に
関
す
る
事
務
、在
外
選
挙
人
名
簿
の
み
な
ら
ず
選
挙
人
名
簿
に
関
す
る
事
務
は
第
一
号
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
（
公

職
選
挙
法
二
七
五
条
一
項
）。
他
方
で
、
海
外
で
の
受
診
に
対
す
る
療
養
費
払
い
は
、
通
常
の
療
養
費
の
支
給
と
異
な
る
も
の
で
は

な
く
、
通
常
の
保
険
給
付
と
同
じ
く
自
治
事
務
で
あ
る
（
国
民
健
康
保
険
法
一
一
九
条
の
二
参
照
）。

⑵　

国
外
で
の
事
象
、
国
外
に
所
在
す
る
人
々
と
の
関
係
で
な
さ
れ
る
事
務
の
処
理
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」

で
な
い
と
は
言
い
に
く
い
事
務
は
想
定
し
う
る
し
（
国
民
健
康
保
険
・
公
職
選
挙
法
に
関
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
を
参
照
）、「
地
域
に

お
け
る
事
務
」
で
は
な
い
と
し
て
も
地
域
と
の
繋
が
り
を
失
っ
て
い
る
と
は
な
お
言
い
が
た
い
も
の
も
あ
る
。
と
す
る
と
、
地
方
公

共
団
体
の
事
務
処
理
が
国
外
と
関
連
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
の
事
務
を
、
地
方
公
共
団
体
の
本
来
的
任
務
と
言
え
な
い
事
務
が
国
に

よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
は
単
純
に
考
え
な
い
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
認
識
は
、
一
方
で
、
地
方
公
共
団
体
が
こ

の
よ
う
な
事
務
を
自
ら
の
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」、
す
な
わ
ち
本
来
的
事
務
で
は
な
い
と
し
て
消
極
的
態
度
を
採
る
こ
と
に
つ
い

て
再
考
を
促
す
機
能
を
持
つ
だ
ろ
う
し
、
他
方
で
、
国
が
地
方
公
共
団
体
の
事
務
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
の
局
面
に
関
す
る
限

り
は
い
く
ら
で
も
助
言
等
に
よ
っ
て
関
与
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
再
考
を
促
す
機
能
を
持
つ
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
以
上
に
検
討
し
た
諸
例
は
、
国
外
に
お
け
る
事
象
・
人
々
と
の
関
係
で
生
じ
る
事
務
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
処
理

さ
れ
る
べ
き
事
務
だ
と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
も
示
す
。
国
外
居
住
被
爆
者
に
対
し
て
は
国
が
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
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在
外
日
本
国
民
の
選
挙
権
行
使
の
た
め
に
海
外
選
挙
区
を
編
成
し
、
こ
の
選
挙
区
に
お
け
る
事
務
は
国
が
自
ら
処
理
す
る
こ
と
と
し

て
も
、
そ
の
性
質
上
不
当
と
は
言
え
ま
い
。
国
民
健
康
保
険
も
、
そ
の
性
質
に
照
ら
し
て
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
す
る
必
然
が
あ

る
訳
で
は
な
い
。

⑶　

さ
ら
に
言
え
ば
、
国
外
に
居
住
す
る
人
々
と
の
関
係
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
事
務
は
、
人
の
国
際
的

移
動
が
増
大
す
る
中
で
例
外
的
事
象
で
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
総
務
省
は
、「
住
民
生
活
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
家
族
形
態
の

変
化
に
対
応
し
、『
在
外
邦
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
公
証
』（
よ
り
広
範
な
空
間
軸
に
お
け
る
居
住
関
係
の
公
証
）
や
『
個
人
の

生
涯
に
わ
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
公
証
』（
よ
り
長
期
の
時
間
軸
に
お
け
る
居
住
関
係
の
公
証
）
を
可
能
と
す
る
住
民
基
本
台

帳
制
度
・
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
も

し
、
こ
の
よ
う
な
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
・
運
営
を
地
方
公
共
団
体
が
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
国
外
に
居
住
す
る
元
住
民
、

あ
る
い
は
本
籍
地
が
自
ら
の
区
域
内
に
存
す
る
以
上
の
繋
が
り
を
持
た
な
い
人
々
に
対
す
る
事
務
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
か

つ
、
そ
れ
は
一
般
的
な
広
が
り
を
持
つ
事
務
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
務
の
性
格
を
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
の

関
連
で
検
討
し
、
返
す
刀
で
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
ひ
い
て
は
地
方
公
共
団
体
の
処
理
す
る
事
務
の
性
質
を
明
瞭
な
理
解
の
下
に

置
い
て
お
く
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
を
国
か
ら
事
務
を
与
え
ら
れ
て
（
義
務
づ
け
ら
れ
て
）
活
動
す
る
団
体
に
陥
ら
せ
な
い
た
め

に
意
味
を
持
と
う
。

⑷　

他
方
で
、
本
稿
の
考
察
は
、
い
つ
、
個
人
は
元
住
民
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
元
の
所
在
地
と
の
繋
が
り
か
ら
自
由
に
な
れ
る

か
、
と
い
う
問
題
も
投
げ
か
け
る
。
本
稿
が
考
察
対
象
と
し
た
被
爆
者
援
護
法
で
は
、
国
外
居
住
被
爆
者
が
適
用
を
求
め
る
の
で
、

こ
の
問
題
は
顕
在
化
し
な
い
。
相
手
方
か
ら
求
め
ら
れ
る
限
り
で
の
み
繋
が
り
を
保
ち
事
務
を
処
理
す
る
と
い
う
態
度
を
採
る
限
り
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は
問
題
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
繋
が
り
を
押
し
つ
け
、
繋
が
る
よ
う
に
誘
導
す
れ
ば
、
自
由
と
の
関
係
は
曖
昧
に
な
る
。

移
転
し
た
先
で
正
当
に
地
位
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
住
所
を
当
然
に
認
め
ら
れ
住
民
と
さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
移
転
す
る

こ
と
で
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
整
理
し
断
ち
切
れ
る
こ
と
、
両
方
の
側
面
が
、
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
で
人
々
が
自
由
で
あ
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
ま
た
別
の
し
か
し
関
連
す
る
大
き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

（
１
）　

さ
し
あ
た
り
、
田
村
和
之
編
『
在
外
被
爆
者
裁
判
』（
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
2
）　

実
際
、
郭
貴
勲
訴
訟
に
係
る
前
掲
大
阪
地
判
、
大
阪
高
判
は
、
域
外
適
用
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
た
判
示
を
持
つ
（
前
者
に
つ
き

判
タ
一
〇
八
四
号
九
九
頁
、
後
者
に
つ
き
判
タ
一
一
一
一
号
一
九
九
頁
）。

（
3
）　

国
家
管
轄
権
の
観
念
お
よ
び
そ
の
域
外
行
使
に
関
し
て
さ
し
あ
た
り
参
照
、
酒
井
啓
亘
ほ
か
『
国
際
法
』（
二
〇
一
一
年
）
八
三-

九
九
頁
（
寺

谷
広
司
）、Christopher Staker, Jurisdiction, in M

alcolm
 D

 Evans ed., International Law
 4th ed. （2014

）, pp. 309-335.

（
4
）　

こ
れ
は
国
内
法
に
照
ら
し
た
実
際
の
観
察
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

（
5
）　

ま
た
、
多
く
の
事
務
に
つ
い
て
、
広
島
市
（
長
）
及
び
長
崎
市
（
長
）
は
、
都
道
府
県
（
知
事
）
と
同
じ
処
理
権
限
を
持
つ
（
法
四
九
条
、
令
二

条
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
一
条
）。
以
下
で
は
、
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
言
及
し
な
い
。

（
6
）　

こ
の
指
定
権
限
（
お
よ
び
そ
の
取
消
権
限
）
も
、
法
律
上
は
厚
生
労
働
大
臣
が
有
す
る
も
の
の
（
法
一
二
条
一
項
）、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
法
五
一
条
、
令
二
二
条
一
項
）。

（
7
）　

現
物
給
付
の
形
を
と
る
健
康
診
断
、
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
給
付
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
が
生
じ
る
介
護
手
当
（
法
三
一
条
、
令
二
一
条

参
照
）、
両
方
の
性
格
が
妥
当
す
る
各
種
の
福
祉
事
業
に
つ
い
て
、
実
務
は
な
お
国
外
居
住
者
へ
の
適
用
を
行
っ
て
い
な
い
（
実
務
が
健
康
診
断
、

介
護
手
当
の
給
付
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
規
則
七
条
の
二
第
一
項
二
番
目
の
括
弧
書
き
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
の
概
念
が
指

示
す
る
範
囲
に
関
す
る
定
め
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
）。
平
成
二
七
年
最
判
の
射
程
も
絡
ん
で
検
討
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
も
の
の

（
24
）

地方公共団体による「国外と関連を持つ事務」の処理の一断面
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（
参
照
、
清
水
知
恵
子
「
判
解
」
曹
時
六
九
巻
八
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
二
九
六
頁
以
下
（
二
三
一
二－

二
三
一
三
頁
）、
岡
田
正
則
「
判
批
」
法
学

教
室
四
二
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
三
頁
以
下
（
五
八
頁
）、
福
永
実
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch

一
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
七
頁
以
下
（
六

〇
頁
）、
中
山
代
志
子
「
判
批
」
賃
社
一
六
五
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
四
九
頁
以
下
（
六
〇－

六
一
頁
）、
小
川
一
茂
「
判
批
」
判
評
六
九
二
号
（
二

〇
一
六
年
）
七
頁
以
下
（
一
二
頁
）、
小
谷
真
理
「
判
批
」
判
例
地
方
自
治
四
一
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
七
一
頁
以
下
（
七
四
頁
）、
田
村
編
・
前
註

⑴
二
九
〇－

二
九
三
頁
（
田
村
）
な
ど
）、
本
稿
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
8
）　

な
お
、
最
判
平
成
一
八
年
六
月
一
三
日
民
集
六
〇
巻
五
号
一
九
一
〇
頁
（
以
下
、
平
成
一
八
年
最
判
）
は
、
一
九
九
九
年
地
方
分
権
改
革
前
、
機

関
委
任
事
務
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
被
爆
者
援
護
法
及
び
そ
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る
原
爆
特
別
措
置
法
）
に
定
め
ら
れ
て
い
た
健
康
管
理
手
当
（
法
二
七
条
、
原
爆
特
別
措
置
法
五
条
）
に
つ
い
て
、
現
在
の
よ
う
な
明
文

規
定
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

（
9
）　

規
則
一
条
最
後
の
括
弧
書
き
に
よ
り
、
広
島
市
長
・
長
崎
市
長
に
本
文
で
述
べ
て
い
る
事
務
処
理
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　

平
成
一
八
年
最
判
も
参
照
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
対
策
」
と
題
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/genbaku/index.htm

l

）
お
よ
び
そ
こ
に
付
属
す
る
サ
イ
ト
も
参
照
（
二
〇
一
八
年
二
月
三

日
最
終
確
認
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
管
轄
配
分
と
な
る
法
的
根
拠
を
明
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
）。
こ
れ
ら
の
結
果
、
国

外
居
住
者
と
の
関
係
に
お
け
る
被
爆
者
援
護
法
上
の
事
務
処
理
に
関
し
て
も
、
国
は
、
金
井
利
之
の
い
う
強
制
分
業
制
を
成
立
さ
せ
て
い
る
と
言
え

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
区
域
の
観
念
を
基
本
的
に
は
機
能
さ
せ
つ
つ
も
国
内
居
住
者
に
対
す
る
関
係
で
の
分
業
体
制
と
も
異
な
る
（
国
内
居
住
者
と

の
関
係
で
の
強
制
分
業
制
に
つ
き
、
金
井
利
之
「
対
象
住
民
側
面
か
ら
見
た
自
治
体
・
空
間
の
関
係
」
嶋
田
暁
文
ほ
か
編
（
太
田
匡
彦
ほ
か
著
）『
地

方
自
治
の
基
礎
概
念
─
─
住
民
・
住
所
・
自
治
体
を
ど
う
と
ら
え
る
か
？
』（
二
〇
一
五
年
）
六
九
頁
以
下
（
八
七－

一
〇
一
頁
）
を
参
照
）。

（
11
）　

二
１
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
参
照
。

（
12
）　

こ
れ
に
対
し
、
福
祉
事
業
（
法
第
三
章
第
五
節
）、
費
用
の
支
弁
と
負
担
（
法
第
六
章
）、
戸
籍
事
項
の
無
料
証
明
（
法
四
八
条
）
は
、
自
治
事
務

で
あ
る
。

（
13
）　

筆
者
に
よ
る
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
に
関
す
る
考
察
と
し
て
、
太
田
匡
彦
「
区
域
・
住
民
・
事
務
─
─
『
地
域
に
お
け
る
事
務
』
の
複
合
的
性

格
を
め
ぐ
っ
て
」
地
方
自
治
八
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
頁
以
下
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
を
、
地
方
公
共
団
体
の
構
成
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要
素
で
あ
る
区
域
と
住
民
と
に
着
目
し
て
こ
れ
ら
と
関
係
づ
け
な
が
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
及
び
そ
こ
か
ら
の
観
察
結
果
を
論
じ
た
（
特
に

一
二－

二
〇
頁
）。
本
稿
の
問
題
関
心
は
そ
の
延
長
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
14
）　

居
住
地
と
住
所
は
違
う
も
の
と
し
て
意
識
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
生
活
の
本
拠
の
あ
る
住
所
地
が
居
住
地
で

あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
る
（
生
活
保
護
法
一
九
条
に
つ
き
小
山
進
次
郞
『
改
訂
増
補
生
活
保
護
法
の
解
釈
と
運
用
』（
一
九
五

一
年
、
復
刻
一
九
七
五
年
）
三
〇
七－

三
〇
八
頁
）。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
典
型
を
考
え
れ
ば
足
り
る
の
で
、
こ
の
違
い
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
15
）　

太
田
・
前
註
（
13
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
避
難
住
民
に
係
る
事
務
処
理
の

特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
原
発
避
難
者
特
例
法
。
以
下
、
特
例
法
と
い
う
こ
と
が
あ
る
）
に
い
う
特
例
事
務

（
特
例
法
五
条
、六
条
参
照
）
及
び
そ
れ
以
外
の
事
務
で
避
難
住
民
に
関
連
す
る
事
務
に
着
目
し
た
考
察
を
行
い
、こ
れ
ら
の
特
例
事
務
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
原
則
と
し
て
、
地
方
自
治
法
二
条
二
項
に
い
う
「
そ
の
他
の
事
務
で
法
律
…
…
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
と
一
旦
は
位
置
づ

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
し
た
上
で
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
特
例
事
務
の
中
に
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
に
当
た
り
う
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能

性
、
あ
る
い
は
特
例
事
務
が
「
そ
の
他
の
事
務
で
法
律
…
…
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
に
該
当
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
中
に
「
地
域

に
お
け
る
事
務
」
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
が
あ
り
う
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
し
が
っ
て
地
方
自
治
法
二
条
二
項
に
い
う
「
そ
の
他
の
事

務
で
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
は
、
特
例
法
が
存
在
す
る
現
在
で
は
、
自
ら
の
区
域
と
切
り
離
さ
れ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
地
域
的
な
性
格
を
持
た
な
い
事
務
だ
け
か
ら
構
成
さ
れ
る
訳
で
は
な
く 

、「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
と
連
続
性
を
持
つ
事
務

も
存
し
う
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
同
上
四－

一
二
頁
）。
こ
の
分
析
と
本
文
で
の
記
述
と
の
関
係
に
つ
い
て
註
記
し
て
お
く
。
特

例
事
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
領
域
が
す
べ
て
地
方
公
共
団
体
の
区
域
に
一
方
で
重
複
な
く
他
方
で
余
す
と
こ
ろ
な
く
分
割
さ
れ
地
方
公
共
団
体
が

遍
在
し
て
い
る
た
め
に
、
特
例
事
務
と
さ
れ
る
事
務
の
処
理
を
本
来
担
当
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
が
観
念
さ
れ
、
故
に
特
例
法
と
い
う
別
の
根
拠
に

基
づ
い
て
特
例
事
務
の
実
際
の
処
理
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
に
事
務
処
理
権
限
が
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
立
つ
と
把
握
で
き
、
こ
の
た

め
実
際
の
処
理
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
は
「
そ
の
他
の
事
務
で
法
律
…
…
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
」
事
務
を
処
理
し
て
い
る
と
理
解

し
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
検
討
し
て
い
る
、
国
外
居
住
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
は
、
担
当
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
を
他
に
観
念
で
き
ず
、

被
爆
者
援
護
法
に
よ
っ
て
国
内
居
住
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
と
国
外
居
住
被
爆
者
に
対
す
る
事
務
処
理
と
が
統
一
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
点
が
異
な
る
。
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（
16
）　

日
本
国
内
で
の
最
終
住
所
所
在
地
の
市
町
村
が
管
理
す
る
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
公
職
選
挙
法
三
〇
条
の
五
、
三
〇
条

の
六
。
た
だ
し
、
出
生
か
ら
満
一
八
歳
に
な
る
ま
で
一
度
も
い
ず
れ
の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
、
つ
ま
り
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
た
こ
と
が
な
い
者
は
、
本
籍
地
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
（
公
職
選
挙
法
三
〇
条
の
五
第
一
項
括
弧
書
き
参
照
）、
平
成
六

年
四
月
三
〇
日
以
前
に
日
本
を
出
国
し
、
そ
の
後
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
な
い
者
も
、
本
籍
地
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
（
公
職
選
挙

法
附
則
六
項
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
附
則
二
項
）。
こ
の
場
合
、
地
方
公
共
団
体
は
、
本
籍
地
が
あ
る
と
い
う
以
上
の
関
連
を
持
た
な
い
者
に
関
す

る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
17
）　

太
田
匡
彦
「
居
住
・
時
間
・
住
民
─
─
地
方
公
共
団
体
の
基
礎
に
措
定
さ
れ
る
べ
き
連
帯
に
関
す
る
一
考
察
」
嶋
田
暁
文
ほ
か
編
・
前
註
（
10
）

二
五
頁
以
下
（
三
八－

四
一
頁
）。

（
18
）　
「
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
海
外
に
お
け
る
療
養
等
に
係
る
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
医
療
費
支
給
事
務

の
取
扱
等
に
つ
い
て
」（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
八
日
健
医
企
発
第
三
四
号
各
都
道
府
県
・
広
島
・
長
崎
市
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
担
当
部
（
局
）

長
宛
厚
生
省
保
健
医
療
局
企
画
課
長
通
知
）。

（
19
）　

国
民
健
康
保
険
法
五
四
条
。「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
」（
平
成
一
二
年
一
二
月
一
三
日
保
発
第
二
二
二
号

各
都
道
府
県
知
事
宛
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
）
第
２－

Ⅳ－

３
も
参
照
。

（
20
）　

行
政
実
務
の
標
準
的
見
解
を
示
す
松
本
英
昭
『
新
版
逐
条
地
方
自
治
法
（
第
九
次
改
訂
板
）
』（
二
〇
一
七
年
）
三
八－

三
九
頁
は
、「『
地
域
』
と

い
う
用
語
を
用
い
た
の
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
包
括
的
な
自
治
権
能
を
表
現
す
る
た
め
、
単
な
る
空
間
的
な
概
念
の
み
を
表
す
用
語
で
な
く
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
要
素
で
あ
る
『
区
域
』『
住
民
』『
法
人
格
と
自
治
権
』
を
含
め
、
広
い
意
味
で
と
ら
え
得
る
よ
う
な
用
語
が
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
現
に
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
さ
れ
て
い
る
事
務
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
含
み

得
る
広
い
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
あ
る
事
務
が
そ
の
区
域
内
で
場
所
的
に
完
結
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

住
民
を
含
め
当
該
地
域
と
の
合
理
的
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、『
地
域
に
お
け
る
事
務
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理

解
か
ら
は
、
国
外
の
事
象
・
人
々
と
の
関
係
で
の
事
務
処
理
が
当
然
に
「
地
域
に
お
け
る
事
務
」
に
該
当
し
な
く
な
る
と
は
言
え
ま
い
。

（
21
）　

国
外
居
住
被
爆
者
と
の
関
係
で
の
事
務
処
理
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
被
爆
者
援
護
行
政
に
関
す
る
国
の
関
与
の
一
例
を
具
体
的
に
報
告
す

る
も
の
と
し
て
田
村
和
之
「
厚
生
労
働
省
に
よ
る
地
方
自
治
体
事
務
へ
の
介
入
・
干
渉
─
─
被
爆
者
健
康
手
帳
等
交
付
事
務
の
処
理
に
即
し
て
」
賃
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社
一
六
九
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
22
）　

松
本
・
前
註
（
20
）
三
九
頁
は
、
前
註
20
で
引
用
し
た
説
明
に
加
え
て
、
地
方
自
治
法
二
条
二
項
の
規
定
は
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
と
い
う
種

類
の
法
人
が
『
地
域
に
お
け
る
事
務
』
を
広
く
処
理
す
る
権
能
を
有
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
排
他
的
に
権
能
を
持
つ
こ
と
を
定
め

た
も
の
で
は
な
い
。［
地
方
自
治
：
筆
者
付
加
］
法
第
一
条
の
二
に
規
定
し
た
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
の
基
本
を
前
提
と
し

て
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
国
が
『
地
域
に
お
け
る
事
務
』
を
処
理
す
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
」
と
も
述
べ
る
。

（
23
）　

住
民
生
活
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
家
族
形
態
の
変
化
に
対
応
す
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
。
本
文
引
用
部
は
、
同
研
究

会
運
営
要
綱
の
第
一
（
目
的
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
本
稿
の
問
題
意
識
・
構
想
は
同
研
究
会

と
は
別
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
24
）　
「
移
転
し
た
先
で
正
当
に
地
位
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
住
所
を
当
然
に
認
め
ら
れ
住
民
と
さ
れ
る
こ
と
」
が
自
由
の
基
底
に
あ
る
同
一
性

証
明
と
の
関
係
で
持
つ
重
要
性
に
つ
き
、
太
田
匡
彦
「
住
所
・
住
民
・
地
方
公
共
団
体
」
地
方
自
治
七
二
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
頁
以
下
（
一
二

－

一
三
頁
も
参
照
）。

（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）

地方公共団体による「国外と関連を持つ事務」の処理の一断面
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